
広島サンプラザ 2019年７月１日第1019回

会長時間

会長　上杉　昌幸
　広島廿日市ロータリークラブ2019-
2020年度の会長を拝命いたしました
上杉昌幸です。
　2007年９月に河内正晴会員の紹介で当
クラブに入会いたしました。入会式では

当時の金子信ガバナーからロータリーバッジを付けて
頂いたことを覚えています。お祝いの言葉は「辞めた
らいけんで」でした。あれから12年、まさか当クラブ
の会長を拝命するとは夢にも思いませんでした。
　会長の任期は１年です。すぐに終わると思いますの
で宜しくお願い致します。
　さて、2019-2020年度のRI会長マーク・ダニエル・
マロ―ニーの会長テーマは日本語訳で「ロータリーは
世界をつなぐ」です。ロゴマークも地球を人種の異な
る人々が手を取り合って繋がっていることをイメージ
しています。国際ロータリー第2710地区の晝田眞三ガ
バナーのガバナー信条は「ロータリーの未来を語り、
礎を築こう」です。何か流れがありますよね。そこで
私の2019-2020年度クラブ運営方針ですが「ロータリー
に熱き思いを・仲間と共に」いたしました。
　クラブの会員の皆様は職業を持ち尚且つリーダーで
す。仕事をこなしながらロータリー活動・奉仕活動を
するわけですから大変です。
　ある程度は本気にならないと出来ません。会員同士
何かのご縁があるわけですから熱い思いを持って活動
をしましょう。今年度当クラブは大きな行事があります。
　まず、何といってもグループ７ガバナー補佐大藤良
治会員を輩出して当クラブがホストを務める2020年３
月21日のIM（インターシティミーティング）です。
在広14ロータリーが一堂に会します。
　それと、2020年５月15日は当クラブ創立25周年を迎
えて記念式典及び祝賀会を開催いたします。
　また、2019年10月８日は京都宮津ロータリーとの友
好クラブ調印式があります。
　このように会員全員の協力が必要です。ご協力の程
宜しくお願い致します。

卓　話

理事役員就任挨拶
会員組織常任理事　竹田　　平

今年度、会員組織常任委員長仰せつか
りました竹田です。
　「ロータリークラブのイメージと認知
度の向上及び理解を深める活動を積極的
に行う中で会員増強につなげていく」を
方針とします。

　実現には会員の皆様の協力が不可欠で、「会員一人
ひとりが会員増強を目指す」と言う意識を共有しなが
ら進めて行きたいと考えます。
　「会員純増２名以上」を目標とし、３カ月に１回程度
通常例会を「ゲストデー」とし、会員一人一人が年間
１～２人のゲストを連れてきて頂きたいと思います。
　ゲストデーは、最初から「入会候補者をゲストに」
は少々ハードルが高いので、まずは身近な知人や友人、
取引先の方に「ロータリーとは」「例会ではどんな人
が何をしている？」「雰囲気は？」等を知って頂く場
にし、クラブはランチを一緒にしながら忌憚のない意
見や感想をゲストから聞く場にしたいと思います。
　９月30日（月）の例会を第一回目のゲストデーとさ
せていただき
　① 　会長時間で会長より歓迎の挨拶と廿日市ロータ
リーの簡単なご紹介

　② 　同好会報告では、簡単に同好会の活動状況のご
紹介

　③ 　スマイルボックスの紹介時に、「スマイルボッ
クスとは？」の簡単な紹介

　④　外部卓話を一緒に聞いていただく
　一回実施してみて、第二回目以降のやり方を考えた
いと思います。
　ご協力よろしくお願いします。

副幹事　川添　栄子
　本年度、副幹事をさせていただくことになりました。
　軽い気持ちで引き受けたものの役員会や理事会に出
席させていただくほど大変な役割だということに戸惑
いを感じています。
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例会日／毎週月曜日 12:30 ～ 13:30
例会場／広島サンプラザ　TEL（082）278-5000
会　長／上杉　昌幸　　幹事／松本　　猛

事務局

広島廿日市ロータリークラブ広島廿日市ロータリークラブ
THE  ROTARY  CLUB  OF  HIROSHIMA  HATSUKAICHI

報報報報
ブブブブブブ
報報報
ブ
報報報
ブ
報報報
ブ
報報報報
ブ
報
ブ
報
ブ
報
ブ
報報報報報報報報報報
ブブブブブブ
報
ブ
報
ブ
報
ブ
報
ブ

〒 738-0015  広島県廿日市市本町 5 番 1 号
　　　　　   廿日市市商工保健会館 4F
TEL（0829）31-5490　FAX（0829）31-5491
E-mail ／ office20@h-hrc.com
URL ／ http://www.h-hrc.com/

2019年

月号
No.421
7・８

◆◆◆ ◆◆◆



　今年は特に“IM”と“創立25周年記念大会”の２
大イベントが予定させており、とても不安です。いつ
もの私はエイヤーで何とかなる精神ですが、さすがに
今回はそうはいきそうにありません。
　入会してまだ２年目でロータリークラブについても
まだまだ勉強不足なのに副幹事と大それた役に今更後
悔です。
　しかしここまで来た以上、一生懸命するしかない、
会員の皆様の脚を引っ張っても仕方がない、まだ新人
ですから・・・と思っていただき前に進んでいきたい
と思います。
　どうか皆様、未熟な川添ですが、来年の６月まで温
かく見守っていただきますよう心からお願い申し上げ
ます。

マツダスタジアム 2019年７月２日第1020回

家族同伴夜間例会

広島サンプラザ 2019年７月22日第1021回

会長時間

理事会報告
副会長　松本　　猛

卓　話

決算予算報告
新旧会計委員長　松浦　光男

クラブ協議会

広島サンプラザ 2019年８月５日第1022回

会長時間

会長　上杉　昌幸

卓　話

「jazz ボーカルの魅力」
ジャズシンガー　佐藤いより　様
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2019年７・８月号2019年７・８月号

誕生祝

グループ７ガバナー補佐 IM実行委員長
大藤　良治 河内　正晴

創立25周年実行委員長・クラブ管理運営常任理事 公共イメージ常任理事
渡邊　英晶 柏木　栄一

奉仕プロジェクト常任理事 ロータリー財団常任理事
青木　秀行 吉野　篤敬

S.A.A.委員長 会長エレクト・副会長・幹事
渋下　孝志 松本　　猛



ANAクラウンプラザホテル広島 2019年８月20日第1023回
国際ロータリー第2710地区 グループ７

大藤ガバナー補佐訪問例会

会長時間

会長　上杉　昌幸

ガバナー補佐挨拶
G7ガバナー補佐　大藤　良治

卓　話

「ひろしまイノベーション
 推進機構の業務とは」

㈱ひろしまイノベーション推進機構 社長

熊谷　賢一　様

広島サンプラザ 2019年８月26日第1024回

会長時間

理事会報告
副会長　上杉　昌幸

卓　話

「国際文化交流からつながる、
 現在の日本の版画について」
～「現代日本版画展」ギリシャでの開催と
 「版画フォーラム」の展示から～

ツミヤマミサ版画工房　代表　積山　ミサ　様

　「ミサニャンこと版画家の積山ミサで
す！」が、合い言葉のラジオ番組、FM
はつかいち「翔太とミサニャンのアート
カフェ♪」のパーソナリティも担当して
います。本業は絵描きです。最近は広島
を中心に、東京・大阪など全国で展示を

しております。
　最初に、埼玉県東秩父村で毎年６月に開催される「版
画フォーラム」についてご紹介します。
　版画フォーラムは全国公募の展覧会です。作品の審
査は行われず、基本的に送られてきた版画は全部展示
されます。その中から優秀な作品には賞が贈られ、ま
た次の展示の機会が与えられます。和紙の里（細川紙
と小川和紙）の、地域の方々の伝統をつなぐ努力と献
身的なご協力があり、町おこし的なイベントの成功例
となっています。
　その版画フォーラムから日本版画会との共催で、こ
の春にギリシャで展覧会が行われましたので、参加し
てきました。
　「現代日本版画展」は、今年３月中旬にギリシャの
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Confidential講師略歴

1

氏名：熊谷賢一（53歳）

 1966年7月： 山口県光市出身（父：呉市出身、母：福山市出身）

 1985年3月： 広島大学附属福山高校卒

 1989年3月： 東京大学法学部卒

 1989年4月： 三和銀行（現・三菱UFJ銀行）入行

 2001年12月： ㈱アドバンテッジパートナーズ出向

（国内バイアウトファンドの草分け）

 2003年10月： ㈱ソリューションデザイン設立・出向

（再生ファンド［大阪府・愛知県］、事業承継ファンド［全国］）

 2011年5月： 三菱UFJ銀行M&Aファイナンス室 次長・室長

（投資ファンドとの協働・LBOローン提供、ファンド出資）

 2017年6月： 三菱UFJキャピタル㈱ 常務取締役・投資本部長

（ベンチャー企業投資）

 2018年7月： ㈱ひろしまイノベーション推進機構 代表取締役副社長

 2019年1月： 同社 代表取締役社長

2019/9/3
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Confidential投資ファンドとは？

 投資ファンドはその投資対象等により大きく以下の4つに分類できる。

 それぞれ1ファンド毎の投資件数や持株比率、成功確率など投資手法が異なる。

 弊社ファンドは「グロースキャピタル」と「バイアウトファンド」双方の領域をカバー。

3

ハ
弊社ファンド領域 ン

50 ズ
％ オ

出 超 事業再生ファンド ン 経

資 本業不振や過剰債務の 営

比 企業に投資し債務削減 支

率 50 ベンチャーキャピタル や経営再建に取り組む ハ 援

％ ベンチャー企業に ン
以 リスクマネーを投資し ズ
下 起業を支え成長を促す オ

フ
投資件数：50～100社 投資件数：10～20社 投資件数：7～10社
成功確率：1～2社/10社 成功確率：5～6社/10社 成功確率：8～9社/10社
持株比率：1～10％ 持株比率：10～30％ 持株比率：51～100％
投資金額：0.1～1億円 投資金額：1～5億円 投資金額：5～20億円

企業のライフサイクル

創業期 成長期 安定・成熟期 衰退期

グロースキャピタル
一定の事業化が

進んだ企業に投資し
更なる成長を促す

バイアウトファンド
事業承継等で企業を
買収し経営参加型で

企業価値向上に取組む 2019/9/3
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Confidential3号ファンド設立（プレスリリース）

プレスリリース

2019年 7 月 18 日

「ふるさと連携応援ファンド投資事業有限責任組合」の募集開始について

株式会社ひろしまイノベーション推進機構（以下、「当社」）は、地元企業
の成長を支援し、以て地域経済の発展に寄与するため、新たに「ふるさと
連携応援ファンド投資事業有限責任組合」（以下、「本ファンド」の募集を7
月18日に開始することとしましたので、お知らせします。

当社は、ファ ンドによる資金供給とハンズオンでの経営支援を通じた県
内企業の成長支援と地域経済活性化を目的として、2011年5月に広島県
100 ％出資で 設立されました。これまで当社が運営するひろしまイノベー
ション推進第1号投資事業有限責任組合及びひろしまイノベーション推進
第2号投資事業有限責任組合（以下、合わせて「1・2号ファンド」を通じて
県内企業7社に約50億円の投資を行っております。

これまでの投資先7社ではいずれも売上高や利益額または雇用者数が
大きく増加するなど、地域経済へ一定の貢献を果たすことができました。
1・2 号ファンドの投資期間は2017年12月末で終了しましたが、全国と比
較すると広島県内のファンド活用実績はまだ少ない一方、企業の後継者
不在率は全国トップクラスでもあり、成長余地のある企業の 潜在ニーズ
は多く存在すると考えられるため、本ファンドを設立するものです。

1・2 号ファンド設立当時はリーマンショックの影響でリスクマネーの供給
が極度に委縮しており、広島県によるファンド出資を呼び水としましたが 、
足下のファンド募集環境を踏まえ、時限的な官民ファンドの特性から永続
的に地域経済へ貢献できる仕組みに移行するべく、本ファンドでは広島
県からの出資は受けず民間資本のみで組成することとしました。

7

また、これまでは広島県内で事業活動を行う企業および広島県に関連
する企業を対象に 投資活動を行ってきましたが、広島県は周辺県と密接
に繋がって経済圏を形成していることから、地域経済の活性化には 単独
県だけでなく周辺県も含めた広域エリアにおいて魅力的な企業の成長支
援と産業インフラの整備を通じ、東京一極集中から回帰すべく流出する
人材を呼び戻すことが重要です。

本ファンドでは、投資対象地域を、広島を中心とする経済圏へと拡大し 、
先端技術や特定の成長業種に限らず、広く地域経済を支える地元 企業
の成長を通じて地域経済の発展に寄与することを目指してまいります。

本ファンドの概要は以下の通りです。

名称 ふるさと連携応援ファンド投資事業有限責任組合

無限責任組合員 株式会社ひろしまイノベーション推進機構

有限責任組合員 地元金融機関、地元事業会社、政府系機関 、 

大手金融機関等へ出資提案予定

設立日 2019年11月（予定）

設立後1年間は追加の出資募集を行う予定

ファンド規模 目標60億円（上限100億円）

投資期間 5年（最長2年間延長可）

ファンド期間 10年（最長2年間延長可）

投資対象 広島を中心とする経済圏において事業活動を行っている企業、

今後行う企業、当該経済圏の企業と提携するなど広島を中心

とする 地域 経済の発展への寄与が期待できる企業

（本ファンドから対象地域を拡大）

投資目的 広島を中心とする地域経済の発展に資する企業又は事業体

への投資を行うとともにハンズオン（経営参加型）で経営支援

を行い、地域の経済発展に貢献しつつ、投資成果の実現

（キャピタルゲイン）を追求すること 。

想定ニーズ 事業承継及び成長投資、大企業のカーブアウト、非公開化など

2019/9/3
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Confidential事業承継の選択肢

 事業承継には「経営」の承継と「資本」の承継の2つの側面がある。

 投資ファンドへの売却は「親族内に後継者がいない」場合の1つの選択肢。

9

＜経営＞ ＜資本＞

親族内に ①経営者は 株式は親族へ
後継者がいる 親族 相続

株式は親族へ
相続

後継者が ②経営者は 株式は事業会社
社内にいる 内部昇格 へ売却（M&A）

親族内に 株式はファンド
後継者がいない へ売却（MBO）

株式は親族へ
相続

後継者が ③経営者は 株式は事業会社
社内にいない 外部招聘 へ売却（M&A）

株式はファンド
へ売却

経営者引退

事業承継
しない

廃業

事業承継
する

2019/9/3
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広島西南ロータリークラブ
（卓話資料）

事業承継対策と

投資ファンドの活用実例

2019年8月20日

2019/9/3
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Confidential講師略歴（年表）

 投資ファンド関連業務18年（投資業務10年、LBOローン・LP出資業務等8年）

 再生ファンド→事業承継ファンド→ベンチャーキャピタルと経験

 地方行政とも連携したファンド運営（大阪府、愛知県）

2

'89 '91 '95 '98 '01 '02 '03 '09 '11 '17 '18

投資先件数（件）→ 2 40 4（50）

三菱UFJ銀行

ア
ド
バ
ン
テ

ッ
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
出
向

グ
ル
ー
プ
証
券

（
投
資
フ

ァ
ン
ド
設
立

）

18

・
L
B
O
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス

・
フ

ァ
ン
ド
へ
の
L
P
出
資

・
フ

ァ
ン
ド
案
件
ソ
ー
シ
ン
グ

UFJ銀行三和銀行
投資ファンド関連業務（18年）
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日本におけるバイアウトファンドの歴史（21年）
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＜会社概要＞
会社名： 株式会社ひろしまイノベーション推進機構 役員： 取締役会長 尾﨑清
所在地： 広島市中区袋町3-17　シシンヨービル10階 代表取締役社長 熊谷賢一
設立日： 2011年5月24日 取締役（社外） 石橋三千男
資本金： 5,000万円 取締役（社外） 原田靖博
株主： 広島県（100%） 監査役（社外） 石原広一
事業内容： 投資事業有限責任組合の運営

＜ファンド概要（総額：105.75億円）＞
名称

運営会社（GP） ㈱ひろしまイノベーション推進機構 ㈱ひろしまイノベーション推進機構

ファンド設立日 2011年6月17日 2012年1月1日
ファンド総額 40.55億円 65.2億円
ファンド期限 2023年12月31日（12年間） 2021年12月31日（10年間）＋2年延長オプション
投資期限 2017年12月31日 2017年12月31日
LP出資者 広島県 広島銀行 みずほ銀行
（除くGP） フェニックスキャピタル もみじ銀行 三井住友銀行

広島信用金庫 マツダ
呉信用金庫 中国電力
広島市信用組合 中電工
広島県信用組合
フェニックスキャピタル
NECキャピタルソリューション
中小企業基盤整備機構

（注）GP：General Partner、LP：Limited Partner

ひろしまイノベーション推進第1号

投資事業有限責任組合

ひろしまイノベーション推進第2号

投資事業有限責任組合 2019/9/3
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中国新聞（2019年7月19日）27面

2019/9/3
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Confidentialファンドの役割

 経営の「つなぎ役」・資本の「受け皿」・成長の「伴走者」としてサポート。

 3～5年後のIPOまたはM&A（最適な事業パートナーへのバトンタッチ）を目指す。
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の交流会が開催されました。
　翌日は講演２『中原中也－詩人の生き方』講師中原
豊氏、後グループ討論発表でした。
　発表の中で、特に清掃を通じての環境の美化やお年
寄りに対する援助の気持など共通の事柄が多くイン
ターアクトクラブに所属している生徒の奉仕に対する
意識の高さを強く感じました。そして他のRCメンバー
との交流も出来学び多い２日でした。
　次回は呉工業高等専門学校IACがホスト校です。ま
た是非参加したいと思いました。

カラオケ同好会
2019年７月29日

デュエット

出席者は、11名
松浦さん奥さん、藤岡さんご夫妻
永井さんご夫妻、高尾さん
河内さん、佐伯さんご夫妻
石塚さん、石原さん

プレウス市立美術館にて開催されました。
　来年は、東京オリンピックが開催されるため日本大
使館の協力もあり、アテネ美術大学でのワークショッ
プや、お茶会の開催など、日本文化を広く体感できる
趣向でした。ギリシャ版画協会の作品も一堂に並べら
れ、多数の展示となりました。
　会場となった美術館は、シャンデリアの照明、大理
石の壁、グランドピアノなど、豪華絢爛の空間でした
が、国自体が経営破綻した経緯も有り、館内の電気が
全部整っていなかったりと、インフラ整備がまだ遅れ
ていて、スリリングな経験もしました。
　歴史と浪漫のある、ギリシャ観光は西洋美術の成り
立ちを体感できました！
　最後なりましたが、これからも日本から世界に向け
てアートを発信していきます。そして、版画を通じて
国際文化交流を続けて参りますので、どうぞ応援よろ
しくお願い致します！

活動報告

福山赤坂ロータリークラブへの
メーキャップ

2019年７月９日（火）
福山市赤坂町　一心ビル３F

インターアクト地区大会
2019年７月27日～28日（土・日）

アパホテル防府

インターアクト地区大会に参加して
　「夢と志～先人に学び、未来を切り開こう～」のテー
マで７月27日～ 28日１泊２日、防府市内のホテルで
国際ロータリー 2710地区第43回インターアクト地区
大会が開催されました。
　17校126名の内、廿日市RCがスポンサーの山陽女学
園高等部から高橋顧問と生徒４名の参加でした。
　プログラムは１日目、講演１『「長州ファイブ」の志』
講師道迫真吾氏、後市内視察、グルプワークそして夜
は生徒同士での交流会、また顧問の先生とRCメンバー

THE  ROTARY  CLUB  OF  HIROSHIMA  HATSUKAICHI4
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